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実績報告書

（スポーツ活動推進事業）

助 成 事 業 細 目 スポーツ活動推進事業

ス  ポ  ー  ツ
スポーツ指導者の ス  ポ  ー  ツ

教室、スポーツ 調  査  研  究
養 成 ・ 活 用 情 報 の 提 供

大会等の開催
事  業  の  件  数

件 件 件 件1

名称：第2回ジュニア対象指導者キンボールスポーツワークショッ
　　　プ
期間：2011年3月5日（土）、6日（日）
場所：中央区築地社会教育会館（東京都中央区）
主催：一般社団法人日本キンボールスポーツ連盟
主管：東京都キンボールスポーツ連盟　
参加対象者：ジュニア対象のキンボールスポーツ指導者およびその
　　　　　　指導者を目指す者
参加者数：16名
事業内容：
1.講習会（座学および実技）
・（講義）幼児・小学生教育とキンボールスポーツ
・（講義）地域社会とキンボールスポーツ
・（講義）ウオーミングアップ、クールダウンについて
・（実技講習）リードアップゲームについて
・（実技講習）教室、クラブでのジュニア対象の継続性のある指導
　　　　　　　について
2.演習
・受講者がグループ毎で指導案作成
・受講者がグループ毎で指導案発表（ジュニア指導の実際）
3.事例発表、意見および情報交換会　　

実 施 し た 事 業 の

内               容

（期間 ・ 場所等）



別紙１－９

・実践的な内容中心のワークショップを開催することができ、受講
者は学んだことが各々の地域ですぐに活用できる。

・グループワークの実施により、受講者の参加地域の垣根を越えた
指導者交流を図ることができた。

事  業  の  成  果

・会場の確保が難しく、年度末の慌ただしい時期に開催となってし
まったことにより、受講者が予想より大幅に少なかった。今後、本
講習会を定期的に開催するにあたり、より長期的計画に基づき、数
年前からの会場確保の準備を行う。また、全国の支部に問い合わ
せ、開催を希望する地域で実施することも、受講者増に向けての検
討課題の一つである。

・現在、本講習会でも指導している、ジュニアへの指導方法の資
料、マニュアル作成が多くの指導者、団体より望まれている。次回
の開催までにとりまとめていく。

・今後、事例発表の担当を公募するなどの形も試みたい。

事業に対する評価

・募集要項、プログラムに掲載することによる周知
・会場の横断幕掲示による周知
・ホームページ掲載による周知

ロ ゴ マ ー ク 等 の
表　　示　　方　　法

ホームページに掲載

事業の実施状況及び

実施結果並びに助成金

の使途に関する情報の

公   開   方   法

備                考


